
開始日 ：令和４年４月５日（火）～
接種時間：１4：0０～１６：００
対象年齢：１２歳以上
予約方法：「大田区ワクチン予約受付システム」

をご利用ください。
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３
月
末
に
戸
島
副
院
長
が
定
年

退
職
を
迎
え
、
４
月
か
ら
新
た
に
循

環
器
科
部
長
が
副
院
長
に
、
3
名
の

副
部
長
が
部
長
へ
昇
任
い
た
し
ま
し

た
。各

医
師
の
専
門
分
野
な
ど
に
つ
い

て
は
、
今
後
院
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
、

来
月
号
の
ろ
う
さ
い
の
森
で
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

副
院
長

吉
玉

隆

呼
吸
器
内
科
部
長

河
野

正
和

第
二
呼
吸
器
内
科
部
長

松
村

琢
磨

健
康
診
断
部
部
長

谷

理
恵

副
院
長
の
就
任
・
新
任
部
長

の
ご
紹
介

新
た
な
体
制
で
、
地
域

の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
、
よ
り
一

層
努
力
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。外

来
担
当
医
の

変
更
に
つ
い
て

毎
年
４
月
は
、
医
師
の

人
事
異
動
に
伴
い
、
各
診

療
科
の
外
来
担
当
医
に
変

更
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
裏
面
の
「
外
来

診
療
担
当
医
表
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※接種日は毎週、火曜日・木曜日・金曜日になります。
※当院では直接の予約受付は行いません。 詳しくは、大田区新

型コロナワクチン接種コールセンター （03-6629-6342）
へお問い合わせください。

※５歳～１１歳の接種希望者については追ってご連絡いたします。
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看
護
週
間
が
始
ま
り
ま
す

こ
の
度
、
東
京
労
災
病
院

は
設
立
７
３
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
院
は
昭
和
２
５
年
5
月

１
４
日
に
開
院
し
た
、
全
国

の
労
災
病
院
の
中
で
２
番
目

に
誕
生
し
た
歴
史
の
あ
る
病

院
で
す
。

開
院
当
初
は
内
科
・
外
科

の
2
診
療
科
と
病
棟
数
２
１

床
で
し
た
が
環
境
の
変
化
へ

5
月
14
日
は
病
院
設
立
の
日

看
護
週
間
と
は
、
看
護
の

心
、
ケ
ア
の
心
、
助
け
合
い

の
心
を
老
若
男
女
問
わ
ず
だ

れ
の
心
に
も
育
つ
こ
と
を
目

指
し
、
活
動
す
る
期
間
の
こ

と
で
す
。

こ
れ
は
「
ク
リ
ミ
ア
の
天

使
」
と
も
呼
ば
れ
、
病
院
・

看
護
施
設
の
創
設
・
改
善
に

努
力
し
看
護
婦
の
教
育
制
度

を
整
え
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日

が
5
月
１
２
日
で
あ
っ
た
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
院
で
は
5
月

8
日
か
ら
5
月
１
4
日
を
看

護
週
間
と
し
、
例
年
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
し
て
お
り

ま
す
が
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
５
月
８
日
よ
り
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
内
に
お
花
と
看
護
週

間
に
関
す
る
掲
示
を
行
っ
て

（
参
考
）
公
益
財
団
法
人
日
本
看
護
協
会

昨
年
度
の
看
護
週
間
の
様
子

対
応
す
る
た
め
、
二
度
の

全
面
増
改
築
等
を
踏
ま
え
、

現
在
で
は
、
２
７
診
療
科
、

病
床
数
４
０
０
床
を
有
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様

方
の
ご
支
援
の
賜
物
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
愛
顧
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

開院当時の
東京労災病院

お
り
ま
す
の
で
、
ご
来
院
の

際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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新
任
の
副
院
長
・各
科
部
長

の
ご
紹
介

副
院
長
（
循
環
器
科
部
長
）

よ
し
た
ま

た
か
し

吉
玉

隆

大
田
区
に
生
ま
れ
て
半
世
紀
あ
ま
り
、

鹿
児
島
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
縁
あ
っ

て
大
田
区
の
基
幹
病
院
の
一
つ
で
あ
る
こ

の
東
京
労
災
病
院
で
副
院
長
と
い
う
大
役

を
任
さ
れ
ま
し
た
。
院
内
の
職
場
環
境
の

整
備
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
医
療
、
勤
労
者

医
療
、
研
修
医
、
学
生
、
専
攻
医
の
指
導

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
職
務
に
対
し
て
真
摯

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

〈
認
定
医
・
専
門
医
等
〉

日
本
循
環
器
学
会

認
定
循
環
器
専
門
医

日
本
内
科
学
会

認
定
総
合
内
科
専
門
医

〈
所
属
学
会
〉

日
本
内
科
学
会
、
日
本
循
環
器
学
会
、
日

本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学

会
、
日
本
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

会

第
二
呼
吸
器
内
科
部
長

ま
つ
む
ら

た
く
ま

松
村

琢
磨

千
葉
大
学
よ
り
当
院
に
赴
任
し

て
5
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
，
大
田
区
の
地
域
医
療

に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

〈
認
定
医
・
専
門
医
等
〉

日
本
内
科
学
会

認
定
内
科
医
・

総
合
内
科
専
門
医
・
内
科
指
導
医

日
本
呼
吸
器
学
会

専
門
医
・
指

導
医

日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会

気
管

支
鏡
専
門
医

日
本
睡
眠
学
会
専
門
医

呼
吸
器
内
科
部
長

こ
う
の

ま
さ
か
ず

河
野

正
和

呼
吸
器
科
全
般
の
疾
患
に

つ
い
て
、
正
確
な
診
断
と
治

療
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

〈
認
定
医
・
専
門
医
等
〉

日
本
内
科
学
会

日
本
呼
吸
器
学
会

日
本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会

指

導
医

が
ん
治
療
認
定
医

が
ん
緩
和
ケ
ア
研
修
修
了

IS
T

M
 C

T
M
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

４
回
目
追
加
接
種
の
ご
案
内

東
京
都
よ
り
、
４
回
目
接
種
の

ご
案
内
で
す
。

【
対
象
者
】

３
回
目
の
接
種
か
ら
５
か
月
以

上
が
経
過
し
た

①
６
０
歳
以
上
の
方

②
１
８
歳
以
上
で
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
、
そ
の
他
重
症
化
リ
ス
ク

が
高
い
と
医
師
が
認
め
る
方

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
と
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

に
加
え
、
高
齢
の
方
や
妊
娠
し
て

い
る
方
も
重
症
化
し
や
す
い
こ
と

が
科
学
的
に
明
ら
か
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

喫
煙
や
身
体
不
活
動
（
い
わ
ゆ
る

運
動
不
足
）
と
い
っ
た
生
活
習
慣

が
あ
る
方
も
重
症
化
し
や
す
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
引
用
：
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

令
和
４
年
４
月
着
任

藤
澤

洋
輔

（
ふ
じ
さ
わ

よ
う
す
け
）

こ
れ
ま
で
神
経
救
急
の
み
な
ら
ず

神
経
免
疫
疾
患
や
神
経
難
病
を
含
む

神
経
変
性
疾
患
を
幅
広
く
診
断
・
診

療
し
て
き
ま
し
た
。
少
し
で
も
神
経

疾
患
を
疑
う
症
状
が
あ
れ
ば
ご
紹
介

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
認
定
医
等
】

日
本
内
科
学
会
内
科
認
定
医

【
専
門
医
等
】

日
本
神
経
学
会
専
門
医

【
そ
の
他
】

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
指
定

医
難
病
指
定
医

脳
神
経
内
科
副
部
長
の

ご
紹
介

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種
の

ご
案
内

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
接
種
に

当
た
っ
て
は
、
医
学
的
見
地
か

ら
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

基
礎
疾
患
等
で
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
方
や
、
事
前
に

相
談
で
き
る
医
療
機
関
を
お
持

ち
の
方
は
、
4
回
目
接
種
に
つ

い
て
、
そ
の
医
療
機
関
の
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
前
に
相
談
で
き
る
医
療
機

関
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
接

種
会
場
の
予
診
の
際
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
の
範
囲
や
、

都
が
設
置
す
る
大
規
模
接
種
会

場
等
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
ワ

ク
チ
ン
ポ
ー
タ
ル
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

東京都ワクチンポータル



循
環
器
科
副
部
長

（
こ
う
が
め

の
り
ひ
ろ
）

髙
亀

則
博

心
血
管
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
専

門
に
し
て
お
り
頭
以
外
は
全
身
の

治
療
経
験
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
認
定
医
等
】

日
本
内
科
認
定
医

日
本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン

シ
ョ
ン
治
療
学
会
認
定
医

【
専
門
医
等
】

日
本
循
環
器
内
科
専
門
医
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
４
回
目
追
加
接
種
の
ご
案
内

消
化
器
内
科
医
師

（
わ
た
な
べ

こ
う
じ
）

渡
辺

浩
二

東
邦
大
学
大
森
病
院
よ
り
4
月
か

ら
赴
任
し
ま
し
た
。
胆
・
膵
分
野
を

中
心
と
し
て
消
化
器
一
般
を
専
門
と

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
認
定
医
等
】

日
本
内
科
認
定
医

【
専
門
医
等
】

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
専
門
医

日
本
消
化
器
病
学
会
専
門
医

令
和
4
年
4
月
に
着
任

し
た
医
師
の
ご
紹
介

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
医
師

（
い
な
ば

た
つ
ろ
う
）

稲
葉

達
郎

4
月
か
ら
こ
ち
ら
に
赴
任
し
ま
し

た
稲
葉
達
郎
と
申
し
ま
す
。
卒
後
7

年
目
で
、
現
在
は
専
門
医
取
得
を
目

指
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。
不

慣
れ
な
点
も
多
く
ご
迷
惑
お
か
け
す

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
病
院
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
専
門
医
等
・
認
定
医
等
】

日
本
内
科
専
門
医

【
所
属
学
会
】

日
本
内
科
学
会
、
日
本
内
分
泌
学

会
、
日
本
糖
尿
病
学
会
、
日
本
高

血
圧
学
会
、
日
本
甲
状
腺
学
会



令
和
4
年
７
月
着
任

整
形
外
科

栗
原

大
聖

（
く
り
は
ら

た
い
せ
い
）

整
形
外
科
一
般
外
傷
を
は
じ

め
、
手
、
脊
椎
、
関
節
な
ど
、

様
々
な
疾
患
・
手
術
に
携
わ
れ

る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
専
門
医
等
】

日
本
整
形
外
科
学
会
専
門
医
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
４
回
目
追
加
接
種
の
ご
案
内

新
任
医
師
の
ご
紹
介

9
月
1
日
は
、
「
防
災
の

日
」
で
す
。
「
防
災
の
日
」
は

大
正
１
２
年
９
月
１
日
に
発
生

し
た
関
東
大
震
災
が
由
来
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
９
月
１
日
付

近
は
、
台
風
上
陸
が
多
い
と
さ

れ
る
二
百
十
日
に
あ
た
り
「
災

害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
」
と
の
戒
め
の
意
味
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
備
蓄
品
の
過
不
足
・
賞
味
期

限
・
保
管
場
所
の
確
認

●
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確

認
●
緊
急
時
の
連
絡
先
・
連
絡
方

法
の
確
認

簡
単
に
行
え
る
確
認
事
項
で

す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
、
自
分

や
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
の
「
防
災
の

日
」
を
機
会
に
日
ご
ろ
の
防
災

対
策
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

気
象
庁
か
ら
、
９
月
か
ら
11
月
ま
で

の
天
候
の
見
通
し
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
、
10
月
は
例
年
よ
り
全
国
的
に

気
温
が
高
く
な
る
見
込
み
で
、
先
月
に

引
き
続
き
、
熱
中
症
へ
の
警
戒
が
必
要

な
よ
う
で
す
。

屋
外
で
の
暑
さ
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
屋
内
に
お
い
て
も
エ
ア
コ
ン
、

扇
風
機
や
換
気
に
よ
り
暑
さ
を
避
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

防
災
の
日

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て



10
月
30
日(

日)

午
前
8
時
～
14

時
頃
ま
で
、
電
気
事
業
法
に
定
め

ら
れ
た
受
変
電
設
備
点
検
を
行
い

ま
す
。
当
該
時
間
帯
は
、
病
院
内

の
停
電
に
伴
い
、
病
棟
内
の
照
明

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
公
衆
電
話
も

停
止
し
ま
す
の
で
ご
来
院
の
方
々
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
４
回
目
追
加
接
種
の
ご
案
内

令
和
4
年
９
月
27
日
（
火
）

・
28
日
（
水
）
に
外
来
患
者
さ

ん
を
対
象
に
「
患
者
満
足
度
調

査
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
入
院
患

者
さ
ん
向
け
は
令
和
4
年
9
月

27
日
（
火
）
～
令
和
4
年
10
月

24
日
（
月
）
の
期
間
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
中
止
さ
れ
て

い
た
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
災

害
実
動
訓
練
が
再
開
さ
れ
、

当
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
も
参
加

し
ま
し
た
。

9
月
17
・
18
日
の
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
で
は
茨
城

県
の
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
、
10
月
1
日
の
政

府
総
合
訓
練
で
は
静
岡
県

の
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
本
部

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

政府総合訓練の様子

に
も
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

ま
た
、
災
害
拠
点
病
院
と

し
て
地
域
市
民
や
近
隣
医

療
機
関
を
守
れ
る
よ
う
常

に
準
備
し
て
い
ま
す
。



【
自
己
紹
介
】

一
般
眼
科
を
は
じ
め
と
し
て

涙
器
・
眼
瞼
疾
患
な
ど
，
様
々

な
手
術
や
診
療
に
患
者
様
の
気

持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
携

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
認
定
医
等
】

ボ
ト
ッ
ク
ス
認
定
医
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
４
回
目
追
加
接
種
の
ご
案
内

令
和
4
年
10
月
着
任

眼
科後

藤

真
依

（
ご
と
う

ま
い
）

新
任
医
師
の
ご
紹
介

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
実
施
に
つ
い
て

【
当
日
予
約
の
あ
る
方
】

各
科
外
来
窓
口
で
お
申
込
み

い
た
だ
き
予
診
票
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

【
当
日
予
約
の
な
い
方
】

総
合
受
付
の
2

番
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間

】

令
和
４
年
10
月
19
日(

水)

～
令
和
４
年
12
月
23
日(

金)
※

ワ
ク
チ
ン
が
な
く
な
り
次
第
、

終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
実
施
時
間

】

一
般
の
方

９
時

30

分
～

12

時

30
分

（
受
付
は

11
時
00
分
ま
で
）

小
児
の
方

13
時

30
分

～

15
時

00
分

【
実
施
場
所

】

一
般
の
方

２
階
中
央
化
粧
室
の
隣

（
健
康
診
断
部
外
科
外
来
の
間

の
廊
下
に
受
付
が
あ
り
ま
す
）

小
児
の
方

１
階
小
児
科
外
来

※
 

小
児
の
方
は
生
後

6

か
月

～
中
学
３
年
生
ま
で
の
方
が
対

象
で
す
。

※
 

小
児
科
は
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

小
児
科
外
来
窓
口
で
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

接
種
料
金
に
つ
い
て
は
年
齢
、

居
住
地
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

東
京
労
災
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

s
://to

k
yo

h
.jo

h
a
s
.g

o
.jp



令
和
4
年
12
月
29
日(

木)

～

令
和
5
年
1
月
3
日(

火)

は
休

診
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

救
急
の
場
合
は
随
時
受
付
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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今
年
も
当
院
で
は
、
外
来

窓
口
の
待
合
室
に
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
飾
っ
て
お
り
ま

す
。
お
時
間
の
あ
る
際
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

今
年
は
3
年
ぶ
り
33
回
目
と

な
る
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
、
当
院
は

11
月
5
（
土
）
に
無
料
健
康
相

談
等
を
出
店
し
ま
し
た
。

当
日
は
１
２
０
名
の
方
に
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
「
患
者
の
安
全
を
守
る
」
こ
と
を

中
心
と
し
た
総
合
的
な
医
療
安
全
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

２
０
０
１
年
か
ら
各
関
係
者
の
共
同
行
動
を
「
患
者
の
安

全
を
守
る
た
め
の
医
療
関
係
者
の
共
同
行
動
（
ペ
イ
シ
ェ

ン
ト
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
」
と
命
名
し
、

様
々
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
11
月
25
日
（
い
い
医
療
に
向
か
っ
て
Ｇ
Ｏ
）
を
含
む

１
週
間
を
「
医
療
安
全
推
進
週
間
」
と
定
め
、
医
療
機
関

や
医
療
関
係
団
体
等
に
お
け
る
取
り
組
み
の
推
進
を
図
り
、

国
民
の
理
解
や
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
も
11
月
20
日
（
日
）
～
11
月
26
日
（
土
）
の
期

間
を
医
療
安
全
推
進
週
間
と
し
、
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
を
正

面
玄
関
に
展
示
し
、
患
者
様
へ
気
に
入
っ
た
作
品
に
投
票

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、
3
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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新年あけましておめでとうございます。
本年も宜しくお願い申し上げます。

３
年
ぶ
り
に
、
行
動
制
限
の
な
い
年

末
年
始
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
拡
大

の
ス
ピ
ー
ド
こ
そ
鈍
化
し
て
い
る
も
の

の
、
患
者
数
の
増
加
傾
向
は
変
わ
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
12

月
か
ら
3
月
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。

3
年
ぶ
り
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
入
り
と
な

り
、
今
後
本
格
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
注
意
が

必
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
に
備
え
、

検
査
キ
ッ
ト
や
解
熱

鎮
痛
薬
、
食
料
品
な

ど
を
あ
ら
か
じ
め
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

□
市
販
の
新
型
コ
ロ
ナ
抗
体
検
査
キ
ッ
ト

国
が
承
認
し
た
キ
ッ
ト
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

□
市
販
の
解
熱
鎮
痛
薬

厚
生
労
働
省
や
都
薬
剤
師
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
体
温
計

電
池
残
量
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
生
活
必
需
品

手
指
消
毒
剤
、
洗
剤
、
ゴ
ミ
袋
、
衛
生
用

品
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど

□
水
分
補
給
が
で
き
る
も
の

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
、
経
口
補
水
液
、
ゼ
リ
ー

飲
料
な
ど

□
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時
食
べ
や
す
い
も
の

レ
ト
ル
ト
の
お
か
ゆ
、
パ
ッ
ク
ご
は
ん
、

う
ど
ん
な
ど

□
調
理
せ
ず
に
簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
も
の

レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、
即
席
ス
ー
プ
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
味
噌
汁
、
冷
凍
食
品
な
ど

１
週
間
分
を
目
安
に
備
え
ま
し
ょ
う
。



当
院
で
は
、
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
か

ら
出
来
る
だ
け
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
及
び
質

の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
、
入
院
及
び
外
来
患
者
さ
ん

を
対
象
に
「
患
者
満
足
度
調
査
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
意
見
を
参

考
に
満
足
度
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
よ

う
職
員
一
同
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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脳
神
経
外
科
医
と
し
て
、

日
々
手
術
や
診
療
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
患
者

様
や
ご
家
族
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
よ
り
良
い
関
係

を
築
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

令
和
5
年
1
月
着
任

脳
神
経
外
科

長
坂

卓
也

（
な
が
さ
か

た
く
や
）

令和４年度

入院 88.6％

外来 76.3％

平均 81.5％

設問：「当院について総合的にはどう思われますか」
選択肢：満足・やや満足・どちらでもない・

やや不満・不満のうち、満足・やや満足の
構成比

入院調査期間：令和4年9月27日～10月24日
外来調査期間：令和4年9月27日、9月28日

脳
血
管
障
害
、
外
傷
、
脳

腫
瘍
等
を
中
心
と
し
た
一
般

脳
神
経
外
科
領
域
を
通
し
て
、

当
院
の
診
療
に
貢
献
し
て
い

く
所
存
で
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

令
和
5
年
1
月
着
任

脳
神
経
外
科

東
園

和
也

（
ひ
が
し
ぞ
の

か
ず
や
）

撮影：病院長 杉山政則



暖
か
な
日
が
増
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
、
東
京
都
は
2
月
10
日
（
金
）
が
ス
ギ

花
粉
の
飛
散
開
始
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
過
去
10
年
平
均
及
び
昨
年
（
共
に
2

月
15
日
）
よ
り
5
日
早
い
飛
散
開
始
日
と
な
り

ま
す
。

花
粉
の
飛
散
シ
ー
ズ
ン
に
外
出
す
る
場
合
は
、

マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
を
着
用
し
、
花
粉
が
目
や
鼻

な
ど
に
付
か
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
、
花
粉
の
付
き
に
く
い

服
装
に
す
る
こ
と
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
帰
宅

し
た
と
き
に
は
、
洋
服
や
髪
の
毛
に
付
い
た
花

粉
を
よ
く
払
い
落
と
し
て
か
ら
家
の
中
に
入
り
、

う
が
い
・
手
洗
い
・
洗
顔
を
し
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
は
、
花
粉
が
原
因
と
な
り
ま
す
が
、

花
粉
を
吸
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
も
、
そ
の
量
が

少
な
け
れ
ば
症
状
も
軽
く
、
服
薬
等
に
よ
り
症

状
を
抑
制
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

花
粉
の
飛
散
シ
ー
ズ
ン
に
、
眼
の
か
ゆ
み
や

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
な
ど
花
粉
症
を
疑
わ
れ
る
症

状
が
出
た
ら
、
症
状
に
応
じ
、
耳
鼻
咽
喉
科
や

眼
科
の
受
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

（
参
考
：
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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令
和
５
年
３
月
13
日
以
降
、
マ
ス
ク
着
用
に

関
す
る
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
。
医
療
機
関
に

お
い
て
は
マ
ス
ク
着
用
の
推
進
が
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

今
後
と
も
マ
ス
ク
着
用
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〈
着
用
が
効
果
的
な
場
面
〉

〇
高
齢
者
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
へ
の

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
場
面
で
は
、
マ
ス
ク

の
着
用
を
推
奨
し
ま
す
。

・
医
療
機
関
を
受
診
す
る
時

・
高
齢
者
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
が

多
く
入
院
・
生
活
す
る
医
療
機
関
や
高
齢

者
施
設
な
ど
へ
訪
問
す
る
時

・
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
な
ど
、
混
雑
し
た
電
車

や
バ
ス*

に
乗
車
す
る
時
（
当
面
の
取
扱
）
*

概
ね
全
員
の
着
席
が
可
能
で
あ
る
も
の
（
新
幹
線
、
通
勤
ラ

イ
ナ
ー
、
高
速
バ
ス
、
貸
切
バ
ス
等
）
を
除
く
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
期
に

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
が
混
雑
し
た
場
所
に

行
く
時
に
つ
い
て
は
、
感
染
か
ら
自
身
を
守
る

た
め
の
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着
用
が
効
果
的

で
す
。

(

参
考
：
厚
生
労
働
省)

撮影：病院長 杉山政則
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